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【お問合せ先】

AI01

特徴

ユースケース

今後の展開

AI技術を利⽤したNICTの宇宙天気予報の取組

• 24時間/365⽇「宇宙天気予報」を発信

• AIによりオーロラ予測計算を100万倍⾼速化

• AIによる電離圏嵐の検出⼿法を⾼度化

• ⺠間企業への太陽フレアAI予測データの提供を開始

電磁波研究所 電磁波伝搬研究センター 宇宙環境研究室
Mail︓SpaceWeather@ml.nict.go.jp

特徴

ユースケース

今後の展開

宇宙天気︓太陽を原因とする宇宙空間の「天気」

「宇宙天気」は宇宙を利⽤した情報通信技術にさまざまな⽀障をもたらします。
私たちはAI技術を活⽤し、私たちの⽣活に影響を与える宇宙天気について監視・予報
するとともに、⾼度な情報通信技術の安定利⽤を⽀援しています。

太陽観測画像を⾃動で読み込み、
24時間以内の太陽活動を確率予報。
2019年から運⽤公開中。

SDO衛星(NASA)

特許︓第7199075号 「予測システムおよび
予測⽅法」（特願2018-090085）
⺠間企業に商⽤⽬的のデータベース提供も開始

本⼿法を⽤い、スポラディックE層や電離圏嵐の検出を
リアルタイムで⾏っている。
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観測画像(イオノグラム)に物体検出モデル
を適⽤。セマンテックセグメンテーション
によりエコー全体を認識する⼿法に改善。

AIによる
ノイズ除去 1 5 10

周波数[MHz]

モデル検出の
F2層エコー

モデル検出の
F1層エコー

モデル検出のE層エコー

改善後
周波数 [MHz]

 (電離圏密度に対応）

今⽇の宇宙天気 →

• 太陽フレア予報の社会実装
通信、衛星測位、航空機運⽤等を扱う⺠間企業での活⽤

• オーロラ予報と衛星帯電予報の宇宙ビジネス利⽤
⼈⼯衛星数の増加や宇宙旅⾏・オーロラ観光の増加に対応

• ⾼精度衛星測位システムの安定利⽤
電離圏嵐の即時検知を通じて⾼精度測位システムを⽀援

機械学習モデルESN

エミュレータ
電流分布 オーロラ分布

太陽⾵の観測データを⼊⼒として、
地球周辺の宇宙環境を3次元MHD
シミュレーションにて再現。
オーロラ分布(シミュレーション結果)と
太陽⾵との関係を学習。

学習モデルによりオーロラ予測計算を100万倍⾼速化に成功。

(南極・東南アジアの遠隔観測にも応⽤中)

コロナホールからは⾼速(秒速500km)の
太陽⾵が吹き出し、磁気嵐の原因になる。

コロナホール
コロナホールと太陽⾵の関係を学習し、
太陽画像から⾼速太陽⾵の予測を可能に。

* 国⽴極地研究所、統計数理研究所と協⼒

磁気圏︓物理シミュレーションを機械学習

電離圏︓リアルタイムで電離圏嵐を検出太陽︓太陽フレア・太陽⾵の確率予報

1 5 10
周波数[MHz]

F1層の検出失敗

モデル検出のF層矩形

モデル検出のE層矩形
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改善前

・電波利⽤（通信・放送・衛星測位等）への影響監視・予報

・航空運⽤（通信・測位・被ばく）への影響監視・予報

・衛星運⽤（帯放電・障害）への影響監視・予報


